
れる ｢容器｣即ち,場所が余す所なく内容物でおお

われて見えなくなるまでになる状況である｡しかし,

｢炭を灰の中にうずめる｣の場合は,内容物の方が

見えなくなる,表面上にあらわれなくなる状態であ

る｡｢うずめる｣の対象物にはこの二面性がある｡

絶対に｢うめる｣に言い換えられない例文.｢-ン

カナに助をうずめて泣く｡｣が,この表面に見えない

ような状態にする,という特徴を食もよく示してい

ると言えよう｡

(徳川宗賢 ･宮島達夫1972 P.55より引用)

注(2) この意義特徴については,次の例文で ｢うずめ

る｣との逮いがより明確に意識される｡

(醐 地面に 棒を 半分まで うめる｡

(64) 地面に 棒を 半分まで うずめる｡

これは,地面に棒をさし込み始め,半分まで入った

段階の表現 と理解される｡従って,く対象 (物)を土

のような手段で報いつくし,対象 (物)が表面から見

えか ､ようにする)とという点で,二語はほぼ共通の

怠義特徴を有している｡構文(i).構文(iii)における ｢う

める｣｢うずめる｣の間でも同様の関係が認められる｡

しかし,(63)が動作主の棒をさし込む行為そのものに

茄目した表現であると考えられるのに対し,(64)は,辛

分までさし込み,地中の部分が表面から見えなくなっ

たこと,その状態に着目した表現と理解される｡ここ

でもし.剛の方にやや言いにくさがともなうとしたら,

その味因はこのような二語の本質的意味の差によるも

のであって,文章語的か口語的かといったレベルの問

題ではないと見るべきであろう｡

注(3)rEl本国語大辞典Jでは,｢うずめる｣の意味⑥
として ｢(③の比境的用法)損失や不足を補う｡｣があ

って,これだけ見ると,¢3)は言えてもよさそうである｡

しかし⑥の用例としてあげられているのは,(陶(66)の如

き例であって,私はこれらの例をもって ｢うずめる｣

に⑥の意味をたてるのは誤りだと考える｡以下の用例

は ｢うずめる｣②の ｢人や物で,ある場所をいっぱい

にする｣に入れられるべきである｡

(69附録は文学欄で塀 (ウヅ)めていて,記者は四五人

の外に出でない｡(森鴎外 r青年J)

(66)六づかしい漢文が曲がりくね りに半頁ばか りを埋

(ウヅ)めてゐる｡(夏日軟石 r思ひ出す事などJ)

注(4)拙稿60ページでは,｢ふさぐ｣の意義素を く対象

物の有する空間 ･場所を何かで埋め,他のものの出入

りする余地を残さないようにする)(下線筆者)として

いる｡ここで私は ｢埋め｣を ｢うめ｣のつい)で番い

ている｡今後,｢うめる｣｢うずめる｣との比較の際は,

この意義素の設定は,｢うめる｣という語を使用してい

ることから再検討されるべきであるが,ここはやはり

｢うずめ｣ではなく ｢うめ｣であろう｡

言語経歴 :1954年5月福井県武生市生まれ｡

～18歳まで武生市｡18歳-22歳福

井県福井市｡22歳一横浜市中区在

住｡

しずむ･もぐる

1. はじめに

｢しずむ｣と ｢もぐる｣は,かなりはっきりと使い分

けられている｡｢海にしずむ｣｢海にもぐる｣という時

に,違いが感じられる｡その追いはいったいどこから

生じるのか｡そしてそれぞれの動詞の特徴は何か.こ

こではこれらを明らかにしたい｡

上しずむ｣と ｢もぐる｣は,この二語の比較だけでは

それぞれの動詞の絵描的な意味全体をつかむことは困

難であり,もつと多くの譜と比較検討しなければなら

か ､｡たとえば,｢おちるJ'rひたる｣rつかる｣｢かく

れる｣｢こもる｣｢ひそむ｣などとである｡しかし.こ

服 部 貴 義

こでは,この二語にしぼって考えることにした｡

2. 分析

2.1. 主休 ･意志

(1) 石が 水に しすむ｡

(2) 台風で 船が しずむ｡

(3) 潜水艦が 海中に しずむ｡

(4) 太陽が 地平線に しずむ｡

(5) 子供が おぼれて しずむ｡

｢しずむ｣は主語に無情物をとるといえそうである｡

(5)は有情物を主語にしているようだが.
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(6) おぼれた二(･Ig.･か しずむO

という文にしてみると,子供をひとつの物体としてみ

ているから無情物に頬するものと考えてよかろう｡

(7) ぼくは 金槌だから しずんじゃうO

これt..｢は く｣を金槌のような物としてみているか

ら同様である｡

いや.むしろ,無情物とするよりJu,無意志的とい

うことで統一できるといえるかもしiLtd･L､O準備物は

無意志だし,(5)(7)の域ITEi.有情物ではあるが,無:lC･':

志的だと考えればよい｡

(8) :(･供が 軸に t,ぐる｡

(9) 抽入が 真珠をとりに 水のLllに もぐっ1=｡

(10) ペンギンが 水の中に t,ぐるO

(ll) 犬が 縁の下に もぐる｡

(12) 猫が こたつに もぐるC

(13)蛙が IL･_に もぐる｡

(14) 他が 泥に もぐる｡

(15) 潜水艦が 海中に もぐる｡

上例により.｢もぐる｣は城川lJとして有ltl'Jt物を主謝 二

とるといえよう｡そして.;"C･-･.志的であるO(15)の潜水艦

は,tlプ)で粘中に入ったり,出たりすることができる

から,jt･':;-L･:的であるといえそうだ｡しかし,(14)のよう

な例外を認めなけiLはならない . これをどう説明した

らよいか｡まT=,

(16) 風呂(二 iHiiで しずむ｡

という文があるが,これは,無意滋的とした ｢しずむ｣

の件門に介わないようだ.これをどう巧.えたらよいか｡

とこ7)で,潜水艦を三ii,;'iiとする(3)と(15)の文をもう少

し考えておこうO(3)は.i'J.;故による沈没のlli･-:味であり,

(15)は,F:I-)Jで軸に入ることを表わしている｡しかし,

(3)は(15)とIii=二意味にもとれる｡二川 ま,潜水艦という

t,ののt,つ特殊性に起別するのではtdL･いか｡潜水艦は

船の一種である｡したがって.｢船がしすむ｣という文

が表わす,叫故による沈没の意味があるのは当然であ

る｡けれども,潜水艦が粘中に入るのは■l捕吏によって
のみではない . 粘中に入ることこそが,その本来の役

目である｡ただ,外見上は,他の肘の沈没の時と同じ

なので,｢しずむ｣ で衷現できるのTごと.uiう｡

2.2. に桁

rLずむ｣t.｢もぐる｣も,に柄をとるOに格にとれ

る名詞をJJl･Xliしてみると次のようになるo

｢しすむ｣

(7) 水.胤 川.沼,池,湖,礼 (砂,普)

(イ) 粘底,海中.水中

(r7) 水平軌 地平線

｢t.ぐる｣

(力水,軌 川.潤,池,札 泥,砂,普,土
(*) 海底,海中.水中

(〟) 穴.すきl札 こたつ,ふとん

2.2.1. (7)(i)の場合

｢しすむ｣は,に格に.流体をとるといえる｡流体と

いっても,'Ji体については例が見当たらない｡

(17) 他が 砂に しずむ｡

(18) 比が 雪に しずむ｡

(19)×他が 土に しずむ｡

(17)や(1釧ま.ふつうは言わないが,砂や雪の粒と粒と

の間の摩接がたいへん′トさくて,上から押すとたやす

くへこんでしまう場合ならば使えるかもしれない｡こ

の時も.砂や雪の一つ一つの小さな粒が鵜まって全体

として流体になっているとみられる｡(19)の土の場介は,

流体であるとは考えられず,｢しすむ｣は帖えない｡

-))-.｢もぐる｣は,(13)の｢蛙が 土に もぐるqJの

ように,土のようなものもとる｡

この二譜を比べると,｢しずむ｣は.まわりの抵抗ブJ

が小さく感じらLLる｡自然に下へ,抵抗なく移動でき

る｡これは,無忠志という性IFiとつながってくるOそ

れに対して.｢もぐる｣は.まわりの紙抗力が大きく蛙

じられる.(13)のような土の域れ その抵抗力を打ち破

って入りこむには,.11･':.'}Li･三的でなければならない｡ifljに

t,ぐる域介も,浮力に逆らって入りこむには.ilC･-:;･L･:帆

でなければならない ｡ 抵抗の間勘は:e･-'.忠.無意志とつ

ながる｡

とこ7)で.今一風 (14)について触JLておこう｡

伽)×ィJが 水に もぐる｡

Cl) 才)'が 泥に もぐる｡

¢2) 才)-が 砂に もぐる｡

¢3) 他が 砂に もぐるo
伽 足が 雷に もぐる｡

(20)が言えず,位1ト(紬が言えるのは,まわりの抵抗の

大小によるものだろうか0

2.2.2.(〟)の場合

(ll) 犬が 縁の下に t,ぐる｡

(12) 櫛が こたつに もぐる.

625) ゴキ7-リが すきJJj=こ もぐる｡

¢6) 私は ふとんに もぐる｡

これらをみると,｢t,ぐる｣には,何かにとり閉まJL

るようにして外部から隠れる状態になるという特徴が
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あると思われる｡そういう状態になるためには,自発

的,忠志的な移動が伴う｡

即 地下に もぐって 活動をつづける｡

ところが,次のように言うことは可能であろう｡

GZl) ダムの放水によって 今まであらわれていた岩
が水に もぐった｡

これは相対的な移動と言えるかt,し九か ､が,:CJ':悲

的,自発的ではない｡｢もぐる｣という動詞の持つltJl:味

のいくつかの側面のうち,隠れた状態になるという件

'flが糾]され,その他の佃価 ,つまり,.古忠 的である

という特徴が弱くなってしまっT=と巧･えるのは無理で

あ7'うか｡(14)｢足が 泥に もぐる.Jの問題の解決の

糸口はこの辺にあると一郎 っれる｡しかし.動詞 rかく

れる｣の分析やそれとの比較検討を行なっていないの

で,この.如二ついては今後の課越として残す｡

2.2.3.(イ)伽の場合

｢しすむ｣は,疏力にしたがった.統体表面から兆底

面までの移動である｡ただ,に格に,底,中のどちら

をとるかによって.その移動のどこに注目されるかが

違ってくる｡底にしずむという場合,到達点は底だが.

起点は,表面でも,流体中のある一点でもよい｡中に

しずむという場合は,起点は表面であり,そこから洗

体中に入りこめばよいわけで,底に到達するかどうか

は意識されない｡

ここで.再tJ{(7)を考える｡敵 川.水などにしずむ

という時,まず,起点としては表面でなければならな

いが,底に到達するところまで意味するかしか ､かは,

場面によって異なるであろう｡たとえば.

伽)船が 海に しすむ｡

は,海面から,海中へと姿を消してしまい見えなくな

ったことだけをとらえて表現する場合と,海底に荊く

まで移動していったことを意識して表現する場外があ

るであろう｡前の場合,｢しずんだ｣という完了衷硯は,

船が,海面を境にして外部から内部へと消えてしまっ

たときなされるが,後の場合は.底に才･I'･いてはじめて

なされる｡

前の場合をt'う少し考えてみよう｡物体は立体的で

あり,厚みがあるから,一部が流体表面と接触してい

ても.上の部分は外に出ている｡下への移動により,

流体表面を蟻にして,外部から内部へ消えるというこ

とは,物体の最上部か,液体表面下に入ったというこ

とである｡

これから(r))の場合も説明できよう｡

榊 太陽が 水平鰍 こ しずむ｡

この文では,太陽の一部が水平線に触れた時にしず

み始め.太陽の一番上の部分が水平線から消えた時,

しずんだというQ

伽 太陽が 海に しずむ｡

02) 太陽が 山に しずむ｡

(4) 太陽が 地平線に しすむ｡

㈲(4)が言えるのは,山と空との境界線,陸と空との境

界線を,碇体と外部との境界である表面と同じように

考えたからであろう｡

さて,｢もぐる｣の-Jiはどうであろうか｡

(33) 少年が 川底に もぐる｡

のように,川底,海底などと到達点が示されていれば,
表面から底まで移動することになる｡しかし,

(34) 少年が 鰍 二 もぐる.

といった場合は,海面から少年の姿がみえなくなれば

よいのであって.中に入iLば自由に動 いてよい｡底ま

で至るという意識はない｡

抱囲を広げて,(*)についても考えてみる｡縁の下,

こたつ,穴,ふとんにもぐる場伽 こ.たとえ境界がは

っきりし1=線や面として存在しなくてt,.外部と内部

を分ける境があるはずで,それを越えて内部に入りこ

むことを,｢もぐる｣は表わすのである｡内部での動き

は自由である｡

2.3. 1Jll'J

今までみてきたように,｢しずむ｣は,i,つばらlTt･_力

にしたがった下方への動きである｡｢しずむ｣には,吹

のような例がある｡

05) 冷か ､空lJtが 下に しすむ｡

(36) 地盤か しずむ｡

(37) ノックアウトされて マ･･/トに しすむ｡

さらに,文学にあらわれた例として,次のものがあ

る｡

(38) と,私の傍に立って.それを避けたはずのまつ

子の体が,力なく折れるように沈み,地耐 二咋り

爪なってLjから何か吐いていた｡

(阿部知二,F冬の宿J)

これらの文は,｢しずむ｣の下方への移動件から_tI=_ま

れた衷現であろう｡

それでは,｢もぐる｣はどうであろうか｡i軌こもぐる

という場合,たしかに下rl･Jさということはできてt,真

下とは限らない｡もっと自由である｡さらに,緑の下.

こたつ,ふとんなどにもぐる場合を考えてみiLば.｢も

ぐる｣には方けりの制限が無いといえる｡
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2.4. -時的 ･永久的

(39) ア トランティス大陸が 大西洋の海底に しず

んだ｡

(40) 村が ダムの底に しずんだO

｢しずむ｣は,永久的.あるいは.かなりtiい時間で

あるということが一般的に言えよう.それに対して,

｢t}ぐる｣は一時的であると言えよう｡この間越も.

111･'･.;-i:.,無立志と開通するo｢しずむ｣は無.:I:･':志的であっ

た｡自力で浮かぶ能プ)の無いi)のが主語となるのだか

ら,永久に城にあるということになろうo｢もぐる｣は

忠志的であった｡自発的に中に入ったのだから,再び

臼党的に出てくる可能性が強く.一時的であると言え

る｡

2.5.派生的用法

柿神的マイナス面である.暗い.悲しい'j'(持ちを表

わすのに ｢しずむ｣が川いられる例がある｡

(41) 涙に しずむ｡

(42) 悲しみに しずむ｡

(43) 物思いに しずむ｡

また,

(44)不越に しずむ｡

は,よくない状態に落ちこむことである｡

3. おわりに

これまでの考察から言えることは,｢しずむ｣は,重

力にしたがった流体表面から湛底面までの移動が,忠

義特徴の中心的なものになっており.一方の ｢もぐる｣

は,まわりのものに取り囲まれるようにして外部から

隠れた状態になることが,中心的なものになっている

ということである｡そして,｢t,ぐる｣が,に格に,水,

川,海などをとった時に.rLずむ｣との蛾藩性が生まれ

る｡その時,二語の違いは,主体の意志の有無で説明で

きる場令が多かったが,例外もあった｡いくつかの観点

から分析してみたが,まだまだ残された問題は多い｡

言語経離 :1957年 4月東京都武蔵野市に生ま

れ現在に至る｡

はぐ･はがす ･むく

1. はじめに

国立国語研究所1964によると,｢はぐ･はがす ･む

く｣は ｢破壊,切断など｣に,｢はぐ･むく｣は ｢包桝｣

の項目にわかれて収められている｡ここで,これらの

語をとりあげたのは,これらの譜の使用に関して共通

語と私の使用言語 (a:.')'知)とのずれに気づいたためで

ある｡私の場合,rむ く｣という語は使用語のrPではほ

とんど稀な語であり,｢ひざをすりむく｣というような

複合語の場合と,｢目をむく｣という慣用的な表現にし

か使わか ､｡ここではまず,私の内省により私の言語

での ｢はぐ･はがす｣の二語を分析してから,共通語

の ｢はぐ･はがす ･む く｣の三語との比較分析を行な

うことにする｡方法としては.これらの語の使用例文

をあげ,考解してゆくことにする0

2.高知県高岡郡佐川町方言におけるrはぐ･はがす｣

(以下,佐川町JJ'苗と略称する｡)

2.1. 対象物

(1) 木の舷を はぐ｡

(2)木の皮を はがす｡
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(3) エビの告賢を はぐ｡

(4) エビの･L殻を はがす｡

(5) 指の皮を はぐ｡

(6) 指の舷を はがす｡

(7) 爪を はぐ｡

(8) 爪を はがす｡

(9) 布団を はぐ｡

(10) 布団を はがす｡

(ll)瓦を はぐ｡

(12)瓦を はがすO

(13) 包み紙を はぐ｡

(14) 包み紙を はがす｡

(15) サロンパスを はぐ｡

(16) サロンパスを はがす｡

(17) 切手を はぐ｡

(18) 切手を はがすO

(19) 陣十紙を はぐ｡

㈹ 障十紙を はがす｡

Cl) り/.,ごの肢を はぐ｡

位2)×りんごの皮を はがす｡
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